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A 84 八営工の外食屎業の*り印孤児（If i 観）

　　　　　　　　　　　　　　　　　傷心考江脊紅尺　　horn　£早手

　回的　次の世代をI; なう柘－が心身ともに健康ざある，ニほ，自立i ｱこ食主丿舌グ送八る-

とと働縁ざ｀はないだろう，剱々をとりま< 食主唱,*『客た内食苓の外食化』「客基が凍?

の内雇ｲi^ J ヵ・｀すすりｰ,その磯匈が強ま，zいう・一方，精神的碑^的/こなんとな（劣･ヵヽこ

さのみうれゐ感看が増え。食宙湧ざ･るありヽ£｡さかヽヽあヽかこさとこZ とらX られりくなっこ末

Z ^- %̂ ．i こど≒外食庫It のi.l用が｀芳念の准* £4/こなんらt>- の彩響を苓北-Z ﾑ･うのZ'I7 な

いヵ｀と角z.，多I *いはえ^まのタト胤刄業伺弔・叟聡を明らめヽiこした。本綻-^’･* .外食M

C ・利用と砲琵多気識｡准玄孫の軋聴，^.

　古池　調査対政：福山守内Fす子孤大｡摩t i?， 多, H こ孝男晏タi ノー･≪ , 戸ヌタタ}-

摩ま/2・名. 調奮瞬期こ/月苓/o^ ≠匈。調東禎辱；碓ま;B あヽ#こび外食彦業/こ対T ? 愈践

外衣魚業割用の東島よ食才法の馨聡，健彦従罵。

　締象　I. 男｝呼まI利り次"^ it ど外食をPi 用心z ･･μカヘit’J ダ£ Iよか

准利用の篆＼^な鰯むI う自炊念のPI 用は循下乙2 /･/= ．2、外雇の利用ヵヽ"多，リ* ど｀食隻

;f ヤ食* 茄・毎全性への淘/vSが竹（，その内唐ﾉこi 膏化がみられr= ，また不旭約ざ不満足

な衣才話をも，zいre, 3、外衣を｡刻ifl T れ? ど犬騰･ヽ昧を好け，孝心食穆, ＆く/ニ薫東

蹟，根栗茸，湛藻鵜の穆取ヵ・｀伯< , fiDｴ衣系のill 用ま馮< な，-z ･･/-，令･外一食産業の利

用が｀f いほど, 自分ど不健淮屁t 忍，Zい% 占のが｀多く, 不定紡訥の埓,考,化ざ｀i, 不健鹿な

るtn が｀多くなっ7.ﾚ|μ。

A 85 食>iiμ人跨形成に閔わ研死

til庄捧持腱,こワヽヽて一

才斗軟　一男5 き左^5嗜好に対r う得度

　　　　即叫-ir3-輝大　O林/ti^･　石封由美d-　還峰順3-

1日的凄生始ﾒ,ヽ･人層lr- ヒ，て和r.基本的欲求I 油、すfﾋﾟ｀>;i; I どa ふわりV 'Sく，人衿と

形戌すゐよrり會キ'-/零同クかとフr- な7 ひヽゐことダ建年特に符棉され出レ量的. %

幻びﾉ灸生者・傾蓋だ｀iﾀz-なく，食左■>$c^ あリタの見直[ r行わ畝で々で･ヽゐ．戎々･3 どり

ようリノ食ま遠めあ'j ガター$トヽ入鋒形成にフフ芦･ヽゐもりV゛馮-5ﾒ･ヽI 明･うPヽi:I 八いと馮

え, I - 2 軟t･■a 々5 及び男了存* ^ 嗜好:昶駱特漣と岬関逮にフヽヽで・,畝膏i i7 ，h．

i り雷策i,i、まえI 3 剱,r ヽJ食事r.対ずる帑泉や嗜好けりう^ 榛貯対処行知，そI l喰

I- It 対? るIフリ'' っ，ヽT/陳勢－列に捉えるべ々口れヽ, 々;j存生ｸお呆i:フいr 軟告I

た．か回･? 蜀3･きi ,の秘策と々3- 存生心re. ﾀ回･? 蜀3- ^ i <≪り秘策･:々3･吝4 ^ it ,イつ，り

方戎　才3 佩エ吟じ, 誉問島しi る調瀧口f 心r--.・

騨果（Dﾉ全ヽ棒幻i'^匈I みると殊ヽヽ'■f/食柳とL X a野乗類炉目立 r･噴･^恥
し

2 . 3 法にﾌI･I 17 り/ ペヌ･･み･うれ．r-v.　sn ■￥児測七現fi. をK.べ* !: -

とJる雫芦祢下<- りりn 対{ , 男3 r･a原潜型,- J- 7 7 ^ ･ヽfc? る申ﾒ'･>tえてヽヽるV と･･l＼

クヅ^ ﾇ･･｀みうか,に．R)H い̂アノ食柳へ．対処-^ μ方とLて･J河尊覧，好期知でr 他対濠べ'/

い-) 戸丿ゑであφ. ｢まざフZ ヽヽ沁「食べゐj yd'C,･ D－を衿さ籾児期」リ現肛rよ昇[

てぃゐ. (D)勣児期I-. .

, 々a,リ～?7叫k ヤ戸^ 7 りりtりt卜男5 r a引⌒･7iμΓ一幕ダ緊りい．＠嫌いな冷聊

へめ耀3しヽ対旭のit･% としで噪ヽヽリうりr‘も^べろi ラ･丿口ゐM" ．/いa ﾒ･'名裡肺至

芸口気r あ* p-, r 食べ・/くζ・f い』, r 漬べるべ^^ J ﾒ･々^- Jり尚今r出陳( z いろ．


